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（１） 目的 

本県では，平成２３年度から令和２年度までの１０年間，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅，災害公営住宅

入居者，約２４万件を対象に健康調査を実施してきた。調査結果を活用し，フォローが必要な住民に対しては，市

町村が県や関係機関と連携して個別にフォローアップしており，入居者の健康状態を把握する上で一定の成果を

得ている。また，各年度においても，調査結果全体の集計については，調査項目ごとに単純集計を実施してきた。 

この度，報告書作成にあたり，これまでの１０年間の健康調査結果を用い，①住宅種別（プレハブ仮設住宅，民

間賃貸借上住宅等，災害公営住宅）ごとの健康状態の経年変化，②転居による影響，③健康状態に影響するリス

ク因子の３点について分析を行ったもの。 

 

（２） 分析対象 

平成２３年度から令和２年度までの１０年間，県の健康調査に回答した１１２，７９８世帯の２４０，３５８件（有効回

答数）の調査結果データ 

 

（３） 分析方法 

健康調査の回答者は，年度ごと，住宅ごとに年齢や性別等の構成が異なるため，年度ごとの単純集計の比較で

は，正しい結果は得られない。このため，入居者の健康状態の年度ごとの変化や健康状態と回答者の属性及びリ

スク因子の関連性について，年齢や性別等の個人の属性による影響をできるだけ排除し統計的に調整をする必要

がある。これらの分析方法は，専門的な技術（統計ソフト）と知識が必要なため，分析作業は東北大学大学院歯学

研究科に委託した。 

分析では，各年度の回答者の年齢・性別・世帯人数・疾患の有無・無職かどうか等の構成の違いによる偏りの影

響を排除するように処理を行い，分析を行った。 

 

（４） 分析内容 

１ 住宅種別（プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅）ごとの健康状態の経年変化 

以下の①，②の処理を行ったうえで，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅ごとに年度ごと

の健康状態の経年変化を比較した。 

① 複数回調査に回答している人の値については，１つ１つの値が相関性のある値となってしまうため，同一個人

の回答を識別し相関性の影響を排除している。 

② 年度ごとに回答者の年齢や性別の構成が異なるため，年齢について年齢構成の違いによる偏りの影響を排除

するように処理している。性別についても同様に処理を行っている。 

２ 転居による影響 

東日本大震災では，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等から災害公営住宅への転居など，転居を経験さ

れた方が多くおり，災害公営住宅への転居が被災者の健康状態に影響があったのかを把握するため，年齢，性

別，世帯人数，疾患の有無，無職かどうかの影響を排除し，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等入居者の経

年的な健康状態の変化（転居前の経年的な健康状態の変化）と災害公営住宅入居者の経年的な健康状態の変

化（転居後の経年的な健康状態の変化）について，転居前の１年あたりの変化率と転居後の１年あたりの変化率を

比較し，転居の影響を分析したもの。 

３ 健康状態に影響するリスク因子 

健康状態を示す項目と回答者の属性及びリスク因子との関連が大きい項目を把握するために，健康調査の質

問項目のうち，健康状態を示す項目と回答者の属性及びリスク因子との関連について，他の属性及びリスク因子が

同じ状況でどれくらいリスクが大きくまたは小さくなるかを分析したもの。 

 

（５） 考察 

健康状態に関連が大きい項目として，特に「相談相手」や「体を動かす機会の減少」が挙げられることから，相

談できる人がいる環境づくりを進めることや，体を動かすきっかけとして住居から外に出て，行事参加の場や機会を

提供するなどのソーシャルサポートの取組を進めることが大切である。これらにより，人とのつながりを得ることで，ス

トレスを予防したり緩和したりする効果が期待され，入居者の健康状態の維持・増進に繋がると考えられる。 

また，転居によって，「心の問題（Ｋ６が１３点以上）」，「行事への参加がない人」の項目が改善するなど，災害

公営住宅への転居が入居者にプラスに働いていると推測される。 

新たな入居先においても，心理的・社会的サポートをはじめとするソフト面での支援について，継続して取組んで

いくことが大切だと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第４章 調査結果の分析 

１ 分析全体の概要 
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（参考）調査票様式 
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１ 分析の概要 

（１） 目的 
プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅ごとの入居者の健康状態の年度ごとの経年変

化を把握するため分析を行った。 

 

（２） 分析対象 

平成２３年度から令和２年度までの１０年間，県の健康調査に回答をした，１１２，７９８世帯の２４０，３５８

件（有効回答数）の調査結果データ 
    ※平成３０年度のプレハブ仮設住宅及び民間賃貸住宅等入居者健康調査結果は，回答者数の減少により，設問に

よっては個人が特定される可能性があることから詳細な調査結果は公表しておらず，経年分析からは除外している。 

 

（３） 分析方法 

健康調査の回答者は，年度ごとに年齢・性別の構成が異なるため，年度ごとの単純集計の比較では入居

者の健康状態の変化を比較することができない。 

そこで，以下の①，②の処理を行ったうえで，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅

ごとに年度ごとの健康状態の経年変化を比較した。 

①複数回調査に回答している人の値については，１つ１つの値が相関性のある値となってしまうため，同

一個人の回答を識別し相関性の影響を排除している。 

②年度ごとに回答者の年齢や性別の構成が異なるため，年齢について年齢構成の違いによる偏りの影響

を排除するように処理している。性別についても同様に処理を行っている。 

 

（４） 分析結果の要点 
① 「Ｋ６が１３点以上」の人の割合は，民間賃貸借上住宅等で経年的に減少している。 

(民間賃貸借上住宅等(n=42,969) H２３:９.８% ↘ H２９:６.２%) 

② 「災害を思い出して気持ちが動揺することがある」人の割合は，経年的に減少している。 

(災害公営住宅(n=17,131) H２７:１８.５% ↘ R２:１２.４%) 

③ 「週４日以上かつ１日３合以上飲酒する（多量飲酒）」の人の割合は，災害公営住宅で経年的に減少

している。 

（災害公営住宅(n=17,131) H２７:９.０% ↘ R２:６.９%） 

④ 「体を動かす機会が減少している」人の割合は，プレハブ仮設住宅及び民間賃貸借上住宅等で経年

的に減少している。 

 (プレハブ仮設住宅 (n=25,028) H２４:５４.６% ↘ H２９:４５.９%) 

⑤ 「相談相手がいる」人の割合は，民間賃貸借上住宅等で経年的に増加している。 

（民間賃貸借上住宅等(n=44,418) H２３:７８.７% ↗ H２９:８３.２%） 

 第１節 
住宅種別(プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅) 

ごとの健康状態の経年変化 
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図表１-１ 体調が悪いと感じている 

（１） 体調が悪いと感じている 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が２２.０%，平成２９年度は２２.２%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は２３.４%，平成２９年度は１８.６%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は２５.４%，平成３０年度は２２.９%，令和２年度は２３.７%であった。 

◎民間賃貸借上住宅等では減少傾向がみられた。 

２ 分析結果 
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5%

10%

15%

20%

25%

30%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

体調が悪いと感じるている人の割合

プレハブ（n=25,682） 民賃（n=46,295） 災害公営（n=16,803）

調査年度 

プレハブ 

（n=２５，６８２） 

民間賃貸 

（n=４６，２９５） 

災害公営 

（n=１６，８０３） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.２３４ ０.２２８ ０.２３９    

H２４ ０.２２０ ０.２１４ ０.２２６ ０.２０１ ０.１９６ ０.２０５    

H２５ ０.２０５ ０.１９９ ０.２１１ ０.１８９ ０.１８５ ０.１９４    

H２６ ０.２０６ ０.１９９ ０.２１３ ０.１８０ ０.１７５ ０.１８６    

H２７ ０.２２１ ０.２１２ ０.２２９ ０.１８２ ０.１７５ ０.１８９ ０.２５４ ０.２４２ ０.２６５ 

H２８ ０.２１５ ０.２０３ ０.２２６ ０.１７８ ０.１６８ ０.１８８ ０.２３７ ０.２２７ ０.２４７ 

H２９ ０.２２２ ０.２０２ ０.２４３ ０.１８６ ０.１７１ ０.２０１ ０.２４５ ０.２３７ ０.２５４ 

H３０       ０.２２９ ０.２２１ ０.２３７ 

R１       ０.２３５ ０.２２７ ０.２４４ 

R２       ０.２３７ ０.２２８ ０.２４６ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で該当する調査票の項目に回答をした人の値。図表１-１は調査票の５ 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（２） K６が１３点以上 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が９.６%，平成２９年度は７.７%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は９.８%，平成２９年度は６.２%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は８.４%，令和２年度は７.８%であった。 

◎民間賃貸借上住宅等で減少傾向がみられた。 

 

 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

Ｋ６が１３点以上の人の割合

プレハブ（n=22,390） 民賃（n=42,969） 災害公営（n=15,807）

調査年度 

プレハブ 

（n=２２，３９０） 

民間賃貸 

（n=４２，９６９） 

災害公営 

（n=１５，８０７） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.０９８ ０.０９４ ０.１０３    

H２４ ０.０９６ ０.０９２ ０.１０１ ０.０８１ ０.０７７ ０.０８４    

H２５ ０.０８３ ０.０７８ ０.０８８ ０.０６９ ０.０６５ ０.０７２    

H２６ ０.０８０ ０.０７４ ０.０８５ ０.０６５ ０.０６１ ０.０６９    

H２７ ０.０７７ ０.０７０ ０.０８３ ０.０６２ ０.０５８ ０.０６７ ０.０８４ ０.０７７ ０.０９２ 

H２８ ０.０７０ ０.０６１ ０.０７８ ０.０５７ ０.０５１ ０.０６４ ０.０７５ ０.０６８ ０.０８２ 

H２９ ０.０７７ ０.０６３ ０.０９２ ０.０６２ ０.０５２ ０.０７２ ０.０８４ ０.０７８ ０.０９０ 

H３０       ０.０８２ ０.０７７ ０.０８８ 

R１       ０.０７９ ０.０７３ ０.０８５ 

R２       ０.０７８ ０.０７２ ０.０８４ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で該当する調査票の項目に回答をした人の値。図表１-２は調査票の７ 

図表１-２ Ｋ６が１３点以上 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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図表１－３ 災害を思い出して気持ちが動揺することがある 

（３） 災害を思い出して気持ちが動揺することがある 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２５年度が２２.４%，平成２９年度は１５.２%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２４年度は２６.８%，平成２９年度は１４.５%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は１８.５%，令和２年度は１２.４%であった。 

◎３つの住宅それぞれで減少傾向がみられた。 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

災害を思い出して気持ちが動揺することがある人の割合

プレハブ（n=19,786） 民賃（n=38,721） 災害公営（n=17,131）

調査年度 

プレハブ 

（n=１９，７８６） 

民間賃貸 

（n=３８，７２１） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３          

H２４    ０.２６８ ０.２６３ ０.２７３    

H２５ ０.２２４ ０.２１７ ０.２３０ ０.２２９ ０.２２４ ０.２３５    

H２６ ０.２００ ０.１９３ ０.２０７ ０.１９７ ０.１９１ ０.２０３    

H２７ ０.１８２ ０.１７４ ０.１９１ ０.１７２ ０.１６５ ０.１７９ ０.１８５ ０.１７５ ０.１９５ 

H２８ ０.１４８ ０.１３７ ０.１５９ ０.１６５ ０.１５５ ０.１７５ ０.１８３ ０.１７３ ０.１９２ 

H２９ ０.１５２ ０.１３３ ０.１７０ ０.１４５ ０.１３１ ０.１５９ ０.１７２ ０.１６５ ０.１８０ 

H３０       ０.１５６ ０.１４９ ０.１６３ 

R１       ０.１５１ ０.１４４ ０.１５９ 

R２       ０.１２４ ０.１１７ ０.１３１ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-３は調査票８の② 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 



112 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 不眠の状況 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が１７.８%，平成２９年度は１５.８%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は１８.８%，平成２９年度は１１.６%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は１８.４%，令和２年度は１６.５%であった。 

◎民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅で減少傾向がみられた。 

図表１－４ 不眠 
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H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

不眠傾向のある人の割合

プレハブ（n=26,238） 民賃（n=47,069） 災害公営（n=17,131）

調査年度 

プレハブ 

（n=２６，２３８） 

民間賃貸 

（n=４７，０６９） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.１８８ ０.１８３ ０.１９３    

H２４ ０.１７８ ０.１７３ ０.１８４ ０.１３９ ０.１３５ ０.１４３    

H２５ ０.１７５ ０.１７０ ０.１８１ ０.１４０ ０.１３６ ０.１４５    

H２６ ０.１８０ ０.１７３ ０.１８６ ０.１３５ ０.１３０ ０.１４０    

H２７ ０.１７９ ０.１７１ ０.１８７ ０.１３６ ０.１３０ ０.１４２ ０.１８４ ０.１７４ ０.１９４ 

H２８ ０.１５９ ０.１４９ ０.１６９ ０.１２３ ０.１１４ ０.１３１ ０.１８１ ０.１７２ ０.１９０ 

H２９ ０.１５８ ０.１４０ ０.１７７ ０.１１６ ０.１０４ ０.１２９ ０.１８２ ０.１７４ ０.１８９ 

H３０       ０.１７８ ０.１７１ ０.１８６ 

R１       ０.１７１ ０.１６４ ０.１７９ 

R２       ０.１６５ ０.１５７ ０.１７３ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-４は調査票８の① 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（５） 飲酒の状況① （朝又は昼から飲酒をしている人） 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が２.２%，平成２９年度２.０%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は１.４%，平成２９年度は２.３%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は３.１%，令和２年度は２.４%であった。 

◎プレハブ仮設住宅，災害公営住宅は横ばいであった。 

図表１－５ 朝又は昼から飲酒することがある（朝昼飲酒）人の状況 

調査年度 

プレハブ 

（n=２６，２３３） 

民間賃貸 

（n=４７，０６９） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.０１４ ０.０１２ ０.０１５    

H２４ ０.０２２ ０.０２０ ０.０２４ ０.０２２ ０.０２０ ０.０２４    

H２５ ０.０２５ ０.０２３ ０.０２７ ０.０２５ ０.０２３ ０.０２７    

H２６ ０.０２４ ０.０２１ ０.０２７ ０.０２３ ０.０２１ ０.０２５    

H２７ ０.０２２ ０.０１９ ０.０２５ ０.０２５ ０.０２２ ０.０２７ ０.０３１ ０.０２６ ０.０３５ 

H２８ ０.０２０ ０.０１６ ０.０２５ ０.０２１ ０.０１７ ０.０２５ ０.０２７ ０.０２４ ０.０３１ 

H２９ ０.０２０ ０.０１３ ０.０２８ ０.０２３ ０.０１７ ０.０３０ ０.０２５ ０.０２２ ０.０２８ 

H３０       ０.０２５ ０.０２２ ０.０２８ 

R１       ０.０２２ ０.０１９ ０.０２５ 

R２       ０.０２４ ０.０２１ ０.０２８ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-５は調査票９の① 
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朝または昼から飲酒している人の割合

プレハブ（n=26,233） 民賃（n=47,069） 災害公営（n=17,131）

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（６） 飲酒状況② （週４日以上かつ１日３合以上飲酒をしている人） 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２６年度が８.４%，平成２９年度が７.３%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２６年度は９.８%，平成２９年度は８.６%であった。 

・災害公営住宅入居者で平成２７年度は９.０%，令和２年度は６.９%であった。 

◎災害公営住宅で減少傾向がみられた。 

図表１－６ 週４日以上かつ１日３合以上飲酒する（多量飲酒）人の状況 

調査年度 

プレハブ 

（n=１４，４０３） 

民間賃貸 

（n=１８，８３３） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３          

H２４          

H２５          

H２６ ０.０８４４ ０.０７９６ ０.０８９２ ０.０９８ ０.０９４ ０.１０３    

H２７ ０.１０８２ ０.１０１７ ０.１１４８ ０.１０６ ０.１００ ０.１１１ ０.０９０ ０.０８３ ０.０９７ 

H２８ ０.０９１５ ０.０８３４ ０.０９９７ ０.０９９ ０.０９１ ０.１０７ ０.０８５ ０.０７８ ０.０９１ 

H２９ ０.０７３９ ０.０６１２ ０.０８６７ ０.０８６ ０.０７５ ０.０９７ ０.０７７ ０.０７２ ０.０８２ 

H３０       ０.０７２ ０.０６７ ０.０７７ 

R１       ０.０７３ ０.０６８ ０.０７８ 

R２       ０.０６９ ０.０６３ ０.０７４ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-６は調査票９の② 
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週４日以上かつ１日３合以上飲酒する人の割合

プレハブ（n=14,403） 民賃（n=18,833） 災害公営（n=17,131）

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（７） 食欲の状況 （食欲がない人） 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が３.９%，平成２９年度は３.４%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は３.５%，平成２９年度は２.５%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は４.３%，令和２年度は３.２%であった。 

◎災害公営住宅で減少傾向がみられた。 

図表１-７ 食欲がない 

調査年度 

プレハブ 

（n=２６，２３８） 

民間賃貸 

（n=４７，０６９） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.０３５ ０.０３２ ０.０３７    

H２４ ０.０３９ ０.０３７ ０.０４２ ０.０２７ ０.０２５ ０.０２９    

H２５ ０.０３６ ０.０３３ ０.０３９ ０.０２９ ０.０２７ ０.０３１    

H２６ ０.０３５ ０.０３２ ０.０３８ ０.０２９ ０.０２７ ０.０３２    

H２７ ０.０３４ ０.０３０ ０.０３８ ０.０２６ ０.０２３ ０.０２９ ０.０４３ ０.０３７ ０.０４９ 

H２８ ０.０３５ ０.０３０ ０.０４１ ０.０２４ ０.０２０ ０.０２８ ０.０３９ ０.０３４ ０.０４４ 

H２９ ０.０３４ ０.０２５ ０.０４３ ０.０２５ ０.０１９ ０.０３２ ０.０４３ ０.０３９ ０.０４８ 

H３０       ０.０４０ ０.０３６ ０.０４３ 

R１       ０.０４１ ０.０３７ ０.０４５ 

R２       ０.０３２ ０.０２８ ０.０３６ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-７は調査票８の③ 
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食欲低下のある人の割合

プレハブ（n=26,238） 民賃（n=47,069） 災害公営（n=17,131）

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（８） 体重変化の状況① （１年前に比べて体重が増加した人） 

・プレハブ仮設住宅入居者：平成２４年度が２２.１%，平成２９年度は１４.７%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者：平成２４年度は１７.２%，平成２９年度は１３.９%であった。 

・災害公営住宅入居者：平成２７年度は１９.３%，令和１年度は１６.７%，令和２年度は１８.０%であった。 

◎プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等で減少傾向がみられた。 

図表１-８ １年前に比べて体重が増加した 
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体重が増加した人の割合

プレハブ（n=26,238） 民賃（n=38,721） 災害公営（n=17,131）

調査年度 

プレハブ 

（n=２６，２３８） 

民間賃貸 

（n=３８，７２１） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３          

H２４ ０.２２１ ０.２１５ ０.２２７ ０.１７２ ０.１６８ ０.１７６    

H２５ ０.２１８ ０.２１２ ０.２２５ ０.１８５ ０.１８０ ０.１９０    

H２６ ０.１９６ ０.１８９ ０.２０３ ０.１６１ ０.１５５ ０.１６７    

H２７ ０.１７３ ０.１６５ ０.１８２ ０.１５３ ０.１４６ ０.１６０ ０.１９３ ０.１８２ ０.２０４ 

H２８ ０.１６４ ０.１５２ ０.１７５ ０.１５６ ０.１４５ ０.１６７ ０.１９８ ０.１８８ ０.２０９ 

H２９ ０.１４７ ０.１２８ ０.１６７ ０.１３９ ０.１２３ ０.１５５ ０.１９１ ０.１８３ ０.１９９ 

H３０       ０.１８２ ０.１７４ ０.１９０ 

R１       ０.１６７ ０.１５９ ０.１７５ 

R２       ０.１８０ ０.１７２ ０.１８９ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-８は調査票９の⑤ 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（９） 体重変化の状況② （１年前に比べて体重が減少した人） 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が１４.８%，平成２９年度は１０.０%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２４年度は１０.８%，平成２９年度は９.０%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は１５.３%，令和２年度は１２.０%であった。 

◎３つの住宅それぞれで減少傾向がみられた。 

図表１-９ １年前に比べて体重が減少した 
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体重が減少した人の割合

プレハブ（n=26,238） 民賃（n=38,721） 災害公営（n=17,131）

調査年度 

プレハブ 

（n=２６，２３８） 

民間賃貸 

（n=３８，７２１） 

災害公営 

（n=１７，１３１） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３          

H２４ ０.１４８ ０.１４３ ０.１５３ ０.１０８ ０.１０４ ０.１１２    

H２５ ０.１２３ ０.１１８ ０.１２８ ０.０９６ ０.０９３ ０.１００    

H２６ ０.１２２ ０.１１６ ０.１２７ ０.０９９ ０.０９５ ０.１０４    

H２７ ０.１１９ ０.１１１ ０.１２６ ０.０９２ ０.０８７ ０.０９８ ０.１５３ ０.１４３ ０.１６４ 

H２８ ０.１２２ ０.１１２ ０.１３２ ０.０９５ ０.０８７ ０.１０４ ０.１３３ ０.１２４ ０.１４２ 

H２９ ０.１００ ０.０８３ ０.１１７ ０.０９０ ０.０７８ ０.１０３ ０.１３０ ０.１２３ ０.１３７ 

H３０       ０.１３５ ０.１２８ ０.１４２ 

R１       ０.１３０ ０.１２３ ０.１３７ 

R２       ０.１２０ ０.１１３ ０.１２７ 

 ※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-９は調査票９の④ 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（１０） 体を動かす機会の変化 

※災害公営住宅入居者健康調査の項目で，調査開始当初の「震災前に比べて日頃の生活で体を動かす機

会はどうなりましたか」から，平成２８年度以降「現在の住宅への転居前に比べて，日常生活で体を動かす機

会はどうなりましたか」に変更されている。 

 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が５４.６%，平成２９年度は４５.９%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は４９.８%，平成２９年度は３９.４%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は４５.３%，平成２８年度は３９.４%，令和元年度は４２.９%で 

あった。 

◎プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等で減少傾向がみられた。 

図表１－１０ 体を動かす機会の減少（とても少なくなった，少なくなった） 

 
20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

55%

60%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

体を動かす機会の減少している人の割合

プレハブ（n=25,028） 民賃（n=45,156） 災害公営（n=16,537）

調査年度 

プレハブ 

（n=２５，０２８） 

民間賃貸 

（n=４５，１５６） 

災害公営 

（n=１６，５３７） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.４９８ ０.４９２ ０.５０４    

H２４ ０.５４６ ０.５３９ ０.５５３ ０.４４６ ０.４４１ ０.４５２    

H２５ ０.５３０ ０.５２３ ０.５３７ ０.４２６ ０.４２０ ０.４３２    

H２６ ０.５１９ ０.５１０ ０.５２７ ０.４１３ ０.４０６ ０.４２０    

H２７ ０.５２５ ０.５１４ ０.５３５ ０.４０５ ０.３９７ ０.４１４ ０.４５３ ０.４４０ ０.４６７ 

H２８ ０.５０６ ０.４９１ ０.５２０ ０.４１６ ０.４０４ ０.４２９ ０.３９４ ０.３８２ ０.４０６ 

H２９ ０.４５９ ０.４３４ ０.４８４ ０.３９４ ０.３７６ ０.４１２ ０.３９０ ０.３８１ ０.４００ 

H３０       ０.３９５ ０.３８５ ０.４０４ 

R１       ０.４２９ ０.４１９ ０.４３９ 

R２       ０.４５３ ０.４４３ ０.４６４ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-１０は調査票の１０ 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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60%

70%

80%

90%

100%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

相談者がいると答えた人の割合

プレハブ（n=24,475） 民賃（n=44,418） 災害公営（n=16,355）

（１１） 相談相手の有無 （相談相手がいる） 

・プレハブ仮設住宅入居者で，平成２４年度が７８.９%，平成２９年度が８０.３%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２３年度は７８.７%，平成２９年度は８３.２%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度７６.２%，令和元年度は７７.８%であった。 

◎民間賃貸借上住宅等で増加傾向がみられた。 

図表１－１１ 相談相手がいる 

調査年度 

プレハブ 

（n=２４，４７５） 

民間賃貸 

（n=４４，４１８） 

災害公営 

（n=１６，３５５） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３    ０.７８７ ０.７８１ ０.７９３    

H２４ ０.７８９ ０.７８３ ０.７９５ ０.８３１ ０.８２６ ０.８３５    

H２５ ０.７８９ ０.７８２ ０.７９５ ０.８３２ ０.８２７ ０.８３６    

H２６ ０.７８５ ０.７７８ ０.７９３ ０.８１８ ０.８１２ ０.８２４    

H２７ ０.７８５ ０.７７６ ０.７９４ ０.８２７ ０.８２０ ０.８３４ ０.７６２ ０.７５２ ０.７７３ 

H２８ ０.７９６ ０.７８４ ０.８０８ ０.８３１ ０.８２１ ０.８４１ ０.７６０ ０.７５０ ０.７７０ 

H２９ ０.８０３ ０.７８４ ０.８２３ ０.８３２ ０.８１７ ０.８４７ ０.７７１ ０.７６３ ０.７７９ 

H３０       ０.７７２ ０.７６４ ０.７８０ 

R１       ０.７７８ ０.７７０ ０.７８６ 

R２       ０.７８２ ０.７７３ ０.７９０ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-１１は調査票の１２ 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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（１２） 行事への参加状況 （行事に参加している人） 

・プレハブ仮設入居者で，平成２４年度が４５.０%，平成２９年度は３３.４%であった。 

・民間賃貸借上住宅等入居者で，平成２４年度は１９.３%，平成２９年度が１６.８%であった。 

・災害公営住宅入居者で，平成２７年度は３９.５%，令和２年度は３６.６%であった。 

◎３つの住宅とも減少傾向がみられた。 

図表１-１２ 行事に参加している人 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

行事に参加していると答えた人の割合

プレハブ（n=24,837） 民賃（n=36,030） 災害公営（n=16,762）

調査年度 

プレハブ 

（n=２４，８３７） 

民間賃貸 

（n=３６，０３０） 

災害公営 

（n=１６，７６２） 

推定値 
９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 
推定値 

９５％ 

信頼区間 

H２３          

H２４ ０.４５０ ０.４４３ ０.４５７ ０.１９３ ０.１８８ ０.１９８    

H２５ ０.４２６ ０.４１８ ０.４３３ ０.１７７ ０.１７２ ０.１８２    

H２６ ０.４１３ ０.４０６ ０.４２１ ０.１６２ ０.１５７ ０.１６７    

H２７ ０.３７７ ０.３６８ ０.３８７ ０.１５７ ０.１５１ ０.１６３ ０.３９５ ０.３８３ ０.４０８ 

H２８ ０.３７３ ０.３６１ ０.３８６ ０.１６７ ０.１５７ ０.１７６ ０.４１７ ０.４０６ ０.４２９ 

H２９ ０.３３４ ０.３１２ ０.３５６ ０.１６８ ０.１５４ ０.１８１ ０.４０８ ０.３９９ ０.４１７ 

H３０       ０.４０８ ０.３９９ ０.４１７ 

R１       ０.３９５ ０.３８６ ０.４０５ 

R２       ０.３６６ ０.３５６ ０.３７６ 

※推定値：対象集団全体の平均値を推定した値  

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，それぞれの住宅で調査票の各健康状態を示す項目に回答をした人の値。図表１-１２は調査票の１１ 

折れ線グラフの各点はそれぞれの住宅における推定値を示し，上下のエラーバーが９５%信頼区間を示しています。 
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 第２節 転居による影響 

１ 分析の概要 

（１） 目的 

東日本大震災では，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等から災害公営住宅への転居など，転居を

経験された方が多くおり，災害公営住宅への転居が被災者の健康状態に影響があったのかを把握する。 

（２） 分析対象 

平成２３年度から令和２年度までの１０年間，県の健康調査に回答した１１２，７９８世帯の２４０，３５８件

（有効回答数）の調査結果データ 

（３） 分析方法 

年齢，性別，世帯人数，疾患の有無，無職かどうかの影響を排除し，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上

住宅等入居者の経年的な健康状態の変化（転居前の経年的な健康状態の変化）と災害公営住宅入居者

の経年的な健康状態の変化（転居後の経年的な健康状態の変化）について，転居前の１年あたりの変化率

と転居後の１年あたりの変化率を比較し，転居の影響を分析したもの。 

今回は健康状態を示す項目のうち，「体調が悪いと感じている人，K６が１３点以上の人，相談相手がい

ない人，行事への参加がない人」の４項目について分析を行った。 

（４） 分析結果の要点 

① 体調が悪いと感じている人の割合は，転居前の１年あたりの変化率（前年比）は 0.97 倍(p<0.01)，災害

公営住宅への転居による有意な増減はなく(p>0.01)，転居後の１年あたりの変化率（前年比）は 0.98 倍

(p<0.01)である。 

② Ｋ６が１３点以上の人の割合は，転居前の１年あたりの変化率（前年比）は 0.91 倍(p<0.01)，災害公営

住宅への転居による変化は 0.77 倍(p<0.01)，転居後の１年あたりの変化率（前年比）は 0.98 倍

(p<0.01)である。 

③  相談相手がいない人の割合は，転居前の１年あたりの変化率（前年比）は 0.98 倍(p<0.01)，災害公営

住宅への転居による有意な増減はなく(p>0.01)，転居後の１年あたりの変化率（前年比）は 0.98 倍

(p<0.01)である。 

④  行事への参加がない人の割合は，転居前の１年あたりの変化率（前年比）は 1.02 倍(p<0.01)，災害公

営住宅への転居による変化は 0.85 倍(p<0.01)，転居後の１年あたりの変化率（前年比）は 1.01 倍

(p<0.01)である。 

（５） 考察 

転居によって，Ｋ６が１３点以上の人の割合が，0.77 倍になるなど，災害公営住宅への転居が入居者の

心の問題に関する健康状態にプラスに働いていると推測される。 

 

  

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

【（イメージ図） 「K６が１３点以上の人」の転居前，転居後の１年あたりの変化率，転居による変化の推移】 

「転居による変化」は災害公営住宅に転居することによって、

割合がどの程度変化したのかを表しています。 

 

「転居前の１年あたりの変化率（前年比）」は転居前の経年的

な変化を表しています。 

減少傾向にあるときは、『比』の場合は１よりも小さくなります。 

「転居後の１年あたりの変化率（前年比）」は災害公営

住宅に転居した後の経年的な変化を表しています。 

転居前 転居後 
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※存在率比：図表１-１の②転居による変化を例にとると，転居前の「体調が悪いと感じている人」の割合を１とする

と，転居によって「体調が悪いと感じている人」の割合は転居前の１.００倍であることを表しています。値が

１の場合は変化なし，<１の場合は減少，>１の場合は増加となります。 

※上記存在率比の p 値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。 

※※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，該当する調査票の項目に回答をした人の値。図表１-１は調査票の５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 分析結果 

（１） 「体調が悪いと感じている人」の割合 （n=７７,４１１） 

・転居前の１年あたり変化率（前年比）は，0.97 倍(p<0.01)であった。 

・災害公営住宅への転居による有意な増減はなかった(p>0.01)。 

・転居後の１年あたり変化率（前年比）は，0.98 倍(p<0.01)であった。 

入居先 存在率比 95％信頼区間 p 値 

①転居前の 1年あたりの変化率（前年比） 0.97 0.96 0.97 <0.01 

②転居による変化（転居前と比べて） 1.00 0.94 1.07 0.929 

③転居後の 1年あたりの変化率（前年比） 0.98 0.97 0.99 <0.01 

 

入居先 オッズ比 95％信頼区間 p 値 

①転居前の 1年あたりの変化率（前年比） 0.91 0.89 0.92 <0.01 

②転居による変化（転居前と比べて） 0.77 0.66 0.90 0.001 

③転居後の 1年あたりの変化率（前年比） 0.98 0.96 0.997 <0.01 

 

図表１-１ 体調が悪いと感じている人 

【「体調が悪いと感じている人」の表（変化の割合の比）】 

（２） 「K６が１３点以上の人」の割合 （n=７１,１６４） 

・転居前の１年あたり変化率（前年比）は，0.91 倍(p<0.01)であった。 

・災害公営住宅への転居による変化は，0.77 倍であった (p<0.01)。 

・転居後の１年あたり変化率（前年比）は，0.98 倍(p<0.01)であった。 

図表１-２ K６が１３点以上の人 

【「K６が１３点以上の人」の表（変化の割合の比）】 

以下の（１）から（４）の項目は，プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等入居者の経年的な健康状態の変

化（転居前の経年的な健康状態の変化）と災害公営住宅入居者の経年的な健康状態の変化（転居後の経年

的な健康状態の変化）について，転居前の１年あたりの変化率と転居後の１年あたりの変化率を比較し，転居の

影響を分析したもの。 

※オッズ比：図表１-２の②転居による変化を例にとると，転居前の「K６が１３点以上の人」の割合を１とすると，転居に

よって「K６が１３点以上の人」の割合は転居前の０.７７倍であることを表しています。値が１の場合は変化

なし，<１の場合は減少，>１の場合は増加となります。 

※上記オッズ比の p値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。 

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，該当する調査票の項目に回答をした人の値。図表１-２は調査票の７ 
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入居先 存在率比 95％信頼区間 p 値 

①転居前の 1年あたりの変化率（前年比） 0.98 0.97 0.98 <0.01 

②転居による変化（転居前と比べて） 1.05 0.98 1.13 0.180 

③転居後の 1年あたりの変化率（前年比） 0.98 0.97 0.99 <0.01 

 

入居先 存在率比 95％信頼区間 p 値 

①転居前の 1年あたりの変化率（前年比） 1.02 1.02 1.02 <0.01 

②転居による変化（転居前と比べて） 0.85 0.82 0.85 <0.01 

③転居後の 1年あたりの変化率（前年比） 1.01 1.01 1.01 <0.01 

 

（３） 「相談相手がいない人」の割合 （n=７７,３４０） 

・転居前の１年あたり変化率（前年比）は，0.98 倍(p<0.01)であった。 

・災害公営住宅への転居による有意な増減はなかった(p>0.01)。 

・転居後の１年あたり変化率（前年比）は，0.98 倍(p<0.01)であった。 

図表１-３ 相談相手がいない人 

【相談相手がいない人の表（変化の割合の比）】 

（４） 「行事への参加がない人」の割合 （n=６６,７６２） 

・転居前の１年あたり変化率（前年比）は，1.02 倍(p<0.01)であった。 

・災害公営住宅への転居による変化は，0.85 倍であった (p<0.01)。 

・転居後の１年あたり変化率（前年比）は，1.01 倍(p<0.01)であった。 

図表１-４ 行事への参加がない人 

【行事への参加がない人の表（変化の割合の比）】 

※存在率比：図表１-３の②転居による変化を例にとると，転居前の「相談相手がいない人」の割合を１とすると，転居

によって「相談相手がいない人」の割合は１.０５倍であることを表しています。値が１の場合は変化なし，<１

の場合は減少，>１の場合は増加となります。 

※上記存在率比の p 値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。 

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，該当する調査票の項目に回答をした人の値。図表１-３は調査票の１２ 

※存在率比：図表１-４の②転居による変化を例にとると，転居前の「行事への参加がない人」の割合を１とすると，転居

によって「行事への参加がない人」の割合は０.８５倍であることを表しています。値が１の場合は変化なし，<

１の場合は減少，>１の場合は増加となります。 

※上記存在率比の p 値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。 

※９５%信頼区間：統計学上，母集団の真の値が含まれることが，かなり確信できる数値範囲 

※表中の n は，該当する調査票の項目に回答をした人の値。図表１-４は調査票の１１ 
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 第３節 健康状態に影響するリスク因子 

１ 分析の概要 

（１） 目的 

健康状態を示す項目と回答者の属性及びリスク因子との関連が大きい項目を把握するために分析を 

行った。 

 

（２） 分析対象 

平成２３年度から令和２年度までの１０年間，県の健康調査に回答をした，１１２，７９８世帯の２４０，３５８

件（有効回答数）の調査結果データ 

 

（３） 分析方法 

健康調査の質問項目のうち，健康状態を示す項目と回答者の属性及びリスク因子との関連について，他

の属性及びリスク因子が同じ状況でどれくらいリスクが大きくまたは小さくなるかを分析したもの。 

今回，健康状態を示す項目のうち，「体調が悪いと感じている，K６が１３点以上，不眠，心の動揺，食欲低

下，体重増加，体重減少，朝昼飲酒，多量飲酒，体を動かす機会の減少」の１０個の調査項目について，回

答者の属性（調査年度，年齢，性別，世帯人数，職業），リスク因子（相談相手，行事への参加，病気，震災

前・転居前と比べた体を動かす機会，介護保険認定，障害者手帳）との関連性について分析を行った。 

 

（４） 分析結果の要点 

  ■ プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅で共通の結果 

   ① 「年齢」で，４０歳代は「朝又は昼から飲酒する（朝昼飲酒）」のオッズ比が２倍以上，３０歳から７９歳は

「週４日以上かつ１日３合以上飲酒する（多量飲酒）」のオッズ比が２倍以上，７０歳以上は「体を動か

す機会の減少」の存在率比が２倍以上である。 

   ② 「性別」で，男性は「朝昼飲酒，多量飲酒」のオッズ比が２倍以上である。 

   ③ 「世帯人数」で，１人暮らしは「朝昼飲酒」のオッズが２倍以上である。 

   ④ 「相談相手がいない人」は，「K６が１３点以上」のオッズ比が２倍以上である。 

   ⑤ 「病気がある人」は，「体調が悪いと感じている，食欲低下」の存在率比及び「K６が１３点以上」の存在率

比が２倍以上である。 

   ⑥ 「体を動かす機会が減少の人」は，「K６が１３点以上」のオッズ比及び「食欲低下」の存在率比が２倍以

上である。 

   ⑦ 「介護保険認定がある人」は，「多量飲酒」のオッズ比が２倍以上である。 

 

  ■ プレハブ仮設住宅，民間賃貸借上住宅等，災害公営住宅で異なる結果 

   ① 「体調が悪いと感じている人」については，「年齢」はプレハブ仮設住宅と民間賃貸借上住宅等で４０歳

から４９歳がやや多め。災害公営で４０歳から５９歳，８０歳以上が多め。 

   ② 「不眠」については，「年齢」はプレハブ仮設住宅と民間賃貸借上住宅等で特に４０歳代以上で発現が 

高い。 

   ③ 「心の動揺」については，「年齢」はプレハブ仮設住宅で３０歳代以上，災害公営住宅では４０歳代以上

が発現しやすい傾向がある。また，「世帯人数」はプレハブ仮設住宅と災害公営住宅で２人以上の世帯

で発現しにくい傾向がある。特に４人以上の世帯でより強い傾向にある。 

   ④ 「体重減少」については，「世帯人数」はプレハブ仮設住宅と民間賃貸借上住宅等で４人以上の世帯で

より発現しにくい。 

   ⑤ 「多量飲酒」については，「相談相手がいない人」は民間賃貸借上住宅等で発現が高めである。 

 

（５） 考察 

４０歳代，５０歳代の方，男性，１人暮らしの方は飲酒の項目と関連が強いため，訪問時の聞き取り等のポ

イントとすることで，飲酒問題の早期発見に繋がると考えられる。 

健康状態に関連が大きい項目として，「相談相手」や「体を動かす機会の減少」が挙げられることから，相

談できる人がいる環境づくりを進めることや，体を動かすきっかけとして住居から外に出て，行事参加の場や

機会を提供するなどのソーシャルサポートの取組を進めることが大切である。これらにより，人との繋がりを得る

ことで，ストレスを予防したり緩和したりする効果が期待され，入居者の健康状態の維持・増進に繋がると考え

られる。 
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（１） 調査対象者全体（回答者の属性及びリスク因子ごとの詳細） 

■ 調査年度 【基準値：２０１１年を １ とする】 
※心の動揺，体重増加，体重減少は２０１２年度，多量飲酒の調査項目は２０１４年度から開始となった。 

「朝昼飲酒，体を動かす機会の減少」以外の項目で調査年度が進むごとに，発現が低い。 

 

■ 年齢 【基準値：２０～２９歳を １ とする】 

「K６が１３点以上」のオッズ比は，６０歳代から８０歳以上で発現が低い。 

「体重減少」の存在率比は，８０歳代以上で 2.07 倍，「朝昼飲酒」のオッズ比は，４０歳代で 2.10 倍， 

５０歳代で 2.28 倍，「多量飲酒」のオッズ比は，４０歳代で 4.38 倍，５０歳代で 5.28 倍，６０歳代で 4.81

倍である。 

「体を動かす機会の減少」の存在率比は，７０歳代で 2.10 倍，８０歳以上で 2.34 倍である。 

 

■ 性別 【基準値：男性を １ とする】 

女性の「心の動揺」の存在率比は 1.71 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.58 倍，「不眠」の存在率

比は１.39 倍である。男性の「朝昼飲酒」と「多量飲酒」のオッズ比は発現が高い。 

 

■ 世帯人数 【基準値：１人を １ とする】 

「K６が１３点以上，不眠，食欲低下，朝昼飲酒」のオッズ比及び存在率比は，世帯人数が多くなるほど

発現が低い。 

 

■ 無職 【基準値：職業ありを １ とする】 

無職の人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.53 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.40 倍，「体を動かす

機会の減少」の存在率比は 1.39 倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.28 倍である。 

 

■ 相談相手 【基準値：相談相手ありを １ とする】 

相談相手がいない人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 3.30 倍である。 

 

■ 行事への参加 【基準値：行事への参加ありを １ とする】 

行事に参加をしていない人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.62 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.42

倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.29 倍，「朝昼飲酒」のオッズ比は 1.23 倍である。 

 

■ 病気 【基準値：病気がないを １ とする】 

病気がある人の「体調が悪いと感じている」の存在率比は 3.00 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は

2.61 倍である。 

 

■ 体を動かす機会の増加 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が増加した人の「体重減少」の存在率比は 1.68 倍，「K６が 

１３点以上」のオッズ比は 1.54 倍である。 

 

■ 体を動かす機会の減少 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が減少した人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.39 倍， 

「食欲低下」の存在率比は 2.10 倍である。 

 

■ 介護保険認定状況 【基準値：介護保険認定なしを １ とする】 

介護保険の認定のある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.78 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.64

倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.48 倍である。また，「朝昼飲酒・多量飲酒」で発現が低い。 

 

■ 障害者手帳 【基準値：障害者手帳なしを １ とする】 

障害者手帳がある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.44 倍である。また，「朝昼飲酒，多量飲酒」の

発現が低い。 

２ 分析結果 
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健康状態を 

示す項目 

 

回答者の 

属性及びリスク因子 

体調が悪

いと感じて

いる 

K6 が 13

点以上 
不眠 

心の 

動揺 

食欲 

低下 

体重 

増加 

体重 

減少 

朝昼 

飲酒 

多量 

飲酒 

体を動か

す機会の

減少 

存在率比 オッズ比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 オッズ比 オッズ比 存在率比 

調査年度 

2011 1 1 1  1   1  1 

2012 0.88 ** 0.89 * 0.68 ** 1 0.70 ** 1 1 1.41 **  0.93 ** 

2013 0.84 ** 0.75 ** 0.65 ** 0.82 ** 0.66 ** 0.99 0.83 ** 1.51 **  0.90 ** 

2014 0.81 ** 0.69 ** 0.65 ** 0.73 ** 0.64 ** 0.90 ** 0.84 ** 1.38 ** 1 0.87 ** 

2015 0.85 ** 0.66 ** 0.64 ** 0.64 ** 0.60 ** 0.82 ** 0.82 ** 1.38 ** 1.17 ** 0.89 ** 

2016 0.82 ** 0.59 ** 0.59 ** 0.59 ** 0.57 ** 0.82 ** 0.78 ** 1.23  1.03 0.85 ** 

2017 0.84 ** 0.66 ** 0.60 ** 0.57 ** 0.61 ** 0.80 ** 0.72 ** 1.13 0.91 * 0.81 ** 

2018 0.79 ** 0.67 ** 0.60 ** 0.52 ** 0.57 ** 0.77 ** 0.74 ** 1.11 0.87 ** 0.81 ** 

2019 0.78 ** 0.58 ** 0.57 ** 0.49 ** 0.58 ** 0.70 ** 0.74 ** 1.08 0.87 ** 0.88 ** 

2020 0.77 ** 0.58 ** 0.54 ** 0.39 ** 0.43 ** 0.72 ** 0.66 ** 1.07 0.79 ** 0.94 ** 

年齢 

20～29 歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

30～39 歳 1.23 ** 1.02 1.10 * 1.14 ** 0.86 * 1.42 ** 0.89 ** 1.82 ** 2.68 ** 1.12 ** 

40～49 歳 1.34 ** 0.98 1.28 ** 1.26 ** 0.82 * 1.51 ** 1.05 2.10 ** 4.38 ** 1.27 ** 

50～59 歳 1.19 ** 0.69 ** 1.37 ** 1.21 ** 0.72 ** 1.39 ** 1.29 ** 2.28 ** 5.28 ** 1.53 ** 

60～69 歳 1.04 0.49 ** 1.36 ** 1.14 ** 0.67 ** 1.29 ** 1.42 ** 1.88 ** 4.81 ** 1.74 ** 

70～79 歳 1.11 ** 0.50 ** 1.34 ** 1.18 ** 0.83 * 1.07 * 1.77 ** 1.20 2.98 ** 2.10 ** 

80 歳以上 1.15 ** 0.51 ** 1.23 ** 1.17 ** 0.93 0.70 ** 2.07 ** 0.79 1.26 * 2.34 ** 

性別 
男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

女性 1.13 ** 1.58 ** 1.39 ** 1.71 ** 0.99 1.08 ** 0.92 ** 0.19 ** 0.16 ** 1.16 ** 

世帯人数 

1 人 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

2 人 1.00 0.84 ** 0.79 ** 0.94 ** 0.71 ** 0.86 ** 0.89 ** 0.49 ** 0.88 ** 1.04 ** 

3 人 0.98 0.76 ** 0.72 ** 0.89 ** 0.65 ** 0.80 ** 0.83 ** 0.41 ** 0.83 ** 1.01 

4 人以上 0.94 ** 0.71 ** 0.65 ** 0.81 ** 0.60 ** 0.74 ** 0.74 ** 0.37 ** 0.89 * 1.01 

職業 
職業あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

無職 1.28 ** 1.53 ** 1.17 ** 1.03 1.40 ** 1.07 ** 0.96 0.99 0.81 ** 1.39 ** 

相談相手 
あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.54 ** 3.30 ** 1.54 ** 1.27 ** 1.86 ** 1.07 ** 1.32 ** 1.70 ** 1.13 ** 1.20 ** 

行事への

参加 

あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.29 ** 1.62 ** 1.11 ** 1.00 1.42 ** 0.91 ** 1.09 ** 1.23 ** 1.01 1.08 ** 

病気 
なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 3.00 ** 2.61 ** 1.68 ** 1.26 ** 2.11 ** 1.22 ** 1.57 ** 1.07  1.10 ** 1.26 ** 

震災前・

転居前と

比べた体

を動かす

機会 

変化なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

増加 1.18 ** 1.54 ** 1.19 ** 1.21 ** 1.33 ** 1.08  1.68 ** 1.22 ** 0.95  

減少 1.68 ** 2.39 ** 1.57 ** 1.46 ** 2.10 ** 1.71 ** 1.36 ** 1.29 ** 1.06 *  

介護保険

認定 

あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.48 ** 1.78 ** 1.03 0.94 * 1.64 ** 0.87 ** 1.24 ** 0.68 ** 0.39 ** 1.15 ** 

障害者手

帳 

あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.16 ** 1.44 ** 1.08 ** 1.05 * 1.20 ** 0.99 1.15 ** 0.69 ** 0.60 ** 1.06 ** 

  

【調査対象者全体（「オッズ比及び存在率比が２倍以上」の項目に着目した結果）】 

① 「年齢」で，４０歳～５９歳の「朝昼飲酒」のオッズ比及び３０歳～７９歳の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上，７０歳

以上で「体を動かす機会の減少」の存在率比は２倍以上である 

② 「性別」で，男性の「朝昼飲酒，多量飲酒」のオッズ比は２倍以上である。 

③ 「世帯人数」で，１人暮らしの「朝昼飲酒」のオッズ比は２倍以上である。 

④ 「相談相手がいない人」の「K６が１３点以上」のオッズ比は２倍以上である。 

⑤ 「病気がある人」の「体調が悪いと感じている，食欲低下，K６が１３点以上」のオッズ比及び存在率比は２倍以上で

ある。 

⑥ 「体を動かす機会の減少した人」の「K６が１３点以上，食欲低下」のオッズ比及び存在率比は２倍以上である。 

⑦ 「介護保険認定がある人」の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上である。 

※オッズ比及び存在率比：相談相手の有無を例にすると，「相談相手がいる」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率を１とした場合，

「相談相手がいない」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率が１.５４倍であることを表している。  

※上記オッズ比の p値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。本表で， (**) p<0.01，(*) p<0.05 と表記している。 

※表内のオッズ比及び存在率比で，特に正の関連が強いもの（１.２倍以上）については黄色の網掛けをし，負の関連の強いもの（０.８倍以下）について

は青色の網掛けしている。 
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（２） プレハブ仮設住宅（回答者の属性及びリスク因子ごとの詳細） 

■ 調査年度 
【基準値：２０１２年度を １ とする。ただし，心の動揺は２０１３年度，多量飲酒の調査項目は２０１４年度を １ とする】 

「心の動揺，体重増加，体重減少」の項目で調査年度が進むごとに，発現が低い。 

 

■ 年齢 【基準値：２０～２９歳を １ とする】 

「体重減少」の存在率比は，７０歳代で 1.94 倍，８０歳代以上で 2.16 倍，「朝昼飲酒」のオッズ比は，５０

歳代で 3.58 倍，６０歳代で 2.89 倍，「多量飲酒」のオッズ比は，５０歳代で 4.71 倍，６０歳代で 4.52 倍で

ある。 

「体を動かす機会の減少」の存在率比は，７０歳代で 2.12 倍，８０歳以上で 2.31 倍ある。 

 

■ 性別 【基準値：男性を １ とする】 

女性の「心の動揺」の存在率比は 1.73 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.65 倍，「不眠」の存在率

比は 1.47 倍である。男性は「朝昼飲酒，多量飲酒」で発現が高い。 

 

■ 世帯人数 【基準値：１人を １ とする】 

「K６が１３点以上，不眠，食欲低下，朝昼飲酒」のオッズ比及び存在率比は，世帯人数が多くなるほど発

現が低い。 

 

■ 無職 【基準値：職業ありを １ とする】 

無職の人の「K６が１３点以上」の存在率比は 1.56 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.36 倍，「体を動かす

機会の減少」の存在率比は 1.35 倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.31 倍である。 

 

■ 相談相手 【基準値：相談相手ありを １ とする】 

相談相手がいない人の「K６が１３点以上」の存在率比は 3.38 倍である。 

 

■ 行事への参加 【基準値：行事への参加ありを １ とする】 

行事に参加をしていない人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.66 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.49

倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.34 倍，「朝昼飲酒」のオッズ比は 1.31 倍である。 

 

■ 病気 【基準値：病気がないを １ とする】 

病気がある人の「体調が悪いと感じている」の存在率比は 3.01 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.40

倍リスクである。 

 

■ 体を動かす機会の増加 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が増加した人の「体重減少」の存在率比は 1.71 倍，「K６が 

１３点以上」のオッズ比は 1.58 倍である。 

 

■ 体を動かす機会の減少 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が減少した人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.32 倍， 

「食欲低下」の存在率比は 1.86 倍である。 

 

■ 介護保険認定状況 【基準値：介護保険認定なしを １ とする】 

介護保険の認定のある人の「食欲低下」の存在率比は 1.70 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.65

倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.50 倍である。また，「多量飲酒」で発現が低い。 

 

■ 障害者手帳 【基準値：障害者手帳なしを １ とする】 

障害者手帳がある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.23 倍である。また，「朝昼飲酒，多量飲酒」で

発現が低い。 
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健康状態を 

示す項目 

 

回答者の 

属性及びリスク因子 

体調が悪

いと感じて

いる 

K6 が 13

点以上 
不眠 

心の 

動揺 

食欲 

低下 

体重 

増加 

体重 

減少 

朝昼 

飲酒 

多量 

飲酒 

体を動か

す機会の

減少 

存在率比 オッズ比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 オッズ比 オッズ比 存在率比 

調査年度 

2012 1 1 1  1 1 1 1  1 

2013 0.94 ** 0.84 ** 0.94 ** 1 0.85 ** 0.94 ** 0.79 ** 1.07  0.97 ** 

2014 0.94 ** 0.79 ** 0.98 0.92 ** 0.83 ** 0.88 ** 0.80 ** 1.02 1 0.95 ** 

2015 0.99 0.73 ** 0.96 0.83 ** 0.78 ** 0.77 ** 0.77 ** 0.90 1.32 ** 0.96 ** 

2016 0.97 0.65 ** 0.86 ** 0.68 ** 0.79 * 0.74 ** 0.79 ** 0.83  1.08 0.93 ** 

2017 1.02 0.76 ** 0.86 * 0.70 ** 0.76 0.69 ** 0.64 ** 0.82 0.85 0.85 ** 

2018 1.01 0.61 0.85 0.78 0.70 0.67 0.68  1.09 0.85 

年齢 

20～29 歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

30～39 歳 1.13 1.00 1.17 * 1.29 ** 0.79  1.39 ** 0.89 2.41 ** 2.32 ** 1.22 ** 

40～49 歳 1.27 ** 1.08 1.34 ** 1.53 ** 0.64 ** 1.46 ** 1.05 2.50 ** 3.37 ** 1.36 ** 

50～59 歳 1.12 0.72 ** 1.37 ** 1.33 ** 0.62 ** 1.42 ** 1.28 ** 3.58 ** 4.71 ** 1.64 ** 

60～69 歳 1.01 0.55 ** 1.41 ** 1.25 ** 0.61 ** 1.28 ** 1.46 ** 2.89 ** 4.52 ** 1.81 ** 

70～79 歳 1.13 0.63 ** 1.37 ** 1.42 ** 0.76 * 1.01 1.94 ** 1.94 ** 2.61 ** 2.12 ** 

80 歳以上 1.10 0.61 ** 1.19 * 1.39 ** 0.78 0.62 ** 2.16 ** 1.06 0.96 2.31 ** 

性別 
男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

女性 1.13 ** 1.65 ** 1.47 ** 1.73 ** 1.01 1.16 ** 0.92 ** 0.14 ** 0.11 ** 1.23 ** 

世帯人数 

1 人 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

2 人 0.99 0.77 ** 0.77 ** 0.92 ** 0.66 ** 0.86 ** 0.85 ** 0.47 ** 0.85 * 1.01 

3 人 0.98 0.76 ** 0.72 ** 0.86 ** 0.55 ** 0.84 ** 0.81 ** 0.42 ** 0.74 ** 0.99 

4 人以上 0.92 ** 0.64 ** 0.65 ** 0.77 ** 0.53 ** 0.77 ** 0.71 ** 0.37 ** 1.00 0.98 

職業 
職業あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

無職 1.31 ** 1.56 ** 1.18 ** 0.98 1.36 ** 1.11 ** 0.93 1.10 0.75 ** 1.35 ** 

相談相手 
あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.56 ** 3.38 ** 1.60 ** 1.29 ** 1.93 ** 1.05 * 1.29 ** 1.63 ** 1.03 1.14 ** 

行事への

参加 

あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.34 ** 1.66 ** 1.13 ** 0.98 1.49 ** 0.89 ** 1.12 ** 1.31 ** 0.98 1.03 ** 

病気 
なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 3.01 ** 2.40 ** 1.56 ** 1.31 ** 2.00 ** 1.19 ** 1.45 ** 0.99 1.02 1.21 ** 

震災前・

転居前と

比べた体

を動かす

機会 

変化なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

増加 1.23 ** 1.58 ** 1.20 ** 1.26 ** 1.50 ** 1.04 1.71 ** 1.36 ** 0.89  

減少 1.76 ** 2.32 ** 1.57 ** 1.51 ** 1.86 ** 1.69 ** 1.27 ** 1.25 ** 1.06  

介護保険

認定 

なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 1.50 ** 1.65 ** 1.06 * 0.95 1.70 ** 0.92 1.26 ** 0.85 0.38 ** 1.12 ** 

障害者手

帳 

なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 1.13 ** 1.23 ** 1.09 * 1.05 1.09 0.99 1.10 * 0.64 ** 0.66 ** 1.05 ** 

  

【プレハブ仮設住宅（（「オッズ比及び存在率比２倍以上」に着目した結果）】 

① 「年齢」で，３０歳～７９歳の「朝昼飲酒」のオッズ比及び３０歳以上の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上，７０歳以

上で「体を動かす機会の減少」の存在率比は２倍以上。 

② 「性別」で，男性の「朝昼飲酒，多量飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

③ 「世帯人数」で，１人暮らしの「朝昼飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

④ 「相談相手がいない人」の「K６が１３点以上」のオッズ比は２倍以上。 

⑤ 「病気がある人」の「体調が悪いと感じている，食欲低下，K６が１３点以上」のオッズ比及び存在率比は２倍以上。 

⑥ 「体を動かす機会が減少した人」の「K６が１３点以上，食欲低下」のオッズ比及び存在率比が２倍以上。 

⑦ 「介護保険認定がある人」は「多量飲酒」のリスクが２倍以上。 

※オッズ比及び存在率比：相談相手の有無を例にすると，「相談相手がいる」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率を１とした場合，「相談

相手がいない」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率が 1.56 倍であることを表している。  

※上記オッズ比の p値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。本表で， (**) p<0.01，(*) p<0.05 と表記している。 

※表内のオッズ比及び存在率比で，特に正の関連が強いもの（1.2 倍以上）については黄色の網掛けをし，負の関連の強いもの（0.8 倍以下）については

青色の網掛けしている。 
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（３） 民間賃貸借上住宅等（回答者の属性及びリスク因子ごとの詳細） 

■ 調査年度 【基準値：２０１１年を １ とするただし，心の動揺は２０１２年度，多量飲酒の調査項目は２０１４年度を １ 

とする。】 

「体調が悪いと感じている，心の動揺」の項目で調査年度が進むごとに，発現が低い。 

 

■ 年齢 【基準値：２０～２９歳を １ とする】 

「K６が１３点以上」のオッズ比は５０歳代から８０歳以上で発現が低い。「食欲低下」の存在率比は５０歳代

から７０歳代で発現が低い。「朝昼飲酒」のオッズ比は４０歳以上で 2.07 倍である。 

「体重減少」の存在率比は８０歳代以上で 1.94 倍，「多量飲酒」のオッズ比は４０歳代で 4.79 倍、５０歳

代で 5.28 倍、６０歳代で 4.81 倍である。 

「体を動かす機会の減少」の存在率比は７０歳代で 2.13 倍，８０歳以上で 2.38 倍である。 

 

■ 性別 【基準値：男性を １ とする】 

女性の「心の動揺」の存在率比は 1.72 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.60 倍，「不眠」の存在率比

は 1.37 倍である。男性の「朝昼飲酒，多量飲酒」で発現が高い。 

 

■ 世帯人数 【基準値：１人を １ とする】 

「K６が１３点以上，不眠，食欲低下，体重増加，体重減少，朝昼飲酒」のオッズ比及び存在率比は，世

帯人数が多くなるほど発現が低い。 

 

■ 無職 【基準値：職業ありを １ とする】 

無職の人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.46 倍，「体を動かす機会の減少」の存在率比は 1.39 倍，

「食欲低下」の存在率比は 1.36 倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.24 倍である。また，「多量

飲酒」で発現が低い。 

 

■ 相談相手 【基準値：相談相手ありを １ とする】 

相談相手がいない人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 3.54 倍である。 

 

■ 行事への参加 【基準値：行事への参加ありを １ とする】 

行事に参加をしていない人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.52 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.35

倍，「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.32 倍，「朝昼飲酒」のオッズ比は 1.26 倍である。 

 

■ 病気 【基準値：病気がないを １ とする（】 

病気がある人の「体調が悪いと感じている」の存在率比は 3.06 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.72

倍である。 

 

■ 体を動かす機会の増加 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする（オッズ比）】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が増加した人の「体重減少」の存在率比は 1.85 倍，「K６が１３

点以上」のオッズ比は 1.62 倍である。 

 

■ 体を動かす機会の減少 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする（オッズ比）】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が減少した人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.72 倍，「食

欲低下」のオッズ比は 2.35 倍である。 

 

■ 介護保険認定状況 【基準値：介護保険認定なしを １ とする（オッズ比）】 

介護認定がある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.02 倍，「食欲低下」の存在率比は 1.79 倍，「体

調が悪いと感じている」の存在率比は 1.49 倍である。また，「朝昼飲酒・多量飲酒」で発現が低い。 

 

■ 障害者手帳 【基準値：障害者手帳なしを １ とする（オッズ比）】 

障害者手帳がある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.47 倍である。また，「多量飲酒」で発現が低い。 
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健康状態を 

示す項目 

 

回答者の 

属性及びリスク因子 

体調が悪

いと感じて

いる 

K6 が 13

点以上 
不眠 

心の 

動揺 

食欲 

低下 

体重 

増加 

体重 

減少 

朝昼 

飲酒 

多量 

飲酒 

体を動か

す機会の

減少 

存在率比 オッズ比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 オッズ比 オッズ比 存在率比 

調査年度 

2011 1 1 1  1   1  1 

2012 0.90 *** 0.89 0.74 *** 1 0.68 *** 1 1 1.51 ***  0.98  

2013 0.87 ** 0.76 ** 0.73 ** 0.83 ** 0.70 ** 1.06 ** 0.86 ** 1.66 **  0.95 ** 

2014 0.82 ** 0.69 ** 0.70 ** 0.73 ** 0.70 ** 0.94 ** 0.89 ** 1.48 ** 1 0.92 ** 

2015 0.85 ** 0.67 ** 0.72 ** 0.65 ** 0.64 ** 0.90 ** 0.84 ** 1.56 ** 1.09 * 0.91 ** 

2016 0.82 ** 0.61 ** 0.64 ** 0.61 ** 0.56 ** 0.90 ** 0.85 ** 1.31  0.99 0.94 ** 

2017 0.85 ** 0.65 ** 0.61 ** 0.54 ** 0.60 ** 0.83 ** 0.80 ** 1.51 * 0.85 * 0.89 ** 

2018 0.76 * 0.79 0.73 * 0.43 ** 0.81 0.78 0.77 * 1.55 0.80 0.81 ** 

年齢 

20～29 歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

30～39 歳 1.26 ** 1.03 1.11 * 1.11 ** 0.87 1.44 ** 0.90 1.77 ** 2.84 ** 1.10 ** 

40～49 歳 1.38 ** 0.98 1.30 ** 1.20 ** 0.97 1.55 ** 1.05 2.07 ** 4.79 ** 1.28 ** 

50～59 歳 1.16 ** 0.63 ** 1.35 ** 1.17 ** 0.73 ** 1.37 ** 1.34 ** 1.93 ** 5.28 ** 1.53 ** 

60～69 歳 0.98 0.46 ** 1.35 ** 1.09 * 0.62 ** 1.26 ** 1.42 ** 1.59 ** 4.81 ** 1.76 ** 

70～79 歳 1.04 0.48 ** 1.35 ** 1.12 ** 0.74 ** 1.08 1.69 ** 0.80 2.45 ** 2.13 ** 

80 歳以上 1.09 * 0.45 ** 1.22 ** 1.01 0.88 0.70 ** 1.94 ** 0.53 ** 0.98 2.38 ** 

性別 
男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

女性 1.16 ** 1.60 ** 1.37 ** 1.72 ** 1.01 1.02 0.94 ** 0.23 ** 0.19 ** 1.13 ** 

世帯人数 

1 人 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

2 人 1.02 0.87 ** 0.81 ** 0.98 0.75 ** 0.87 ** 0.91 ** 0.52 ** 0.87 * 1.07 ** 

3 人 1.00 0.75 ** 0.71 ** 0.93 ** 0.71 ** 0.79 ** 0.84 ** 0.42 ** 0.81 ** 1.04 ** 

4 人以上 0.94 ** 0.73 ** 0.65 ** 0.85 ** 0.61 ** 0.73 ** 0.74 ** 0.37 ** 0.85 * 1.05 ** 

職業 
職業あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

無職 1.24 ** 1.46 ** 1.18 ** 1.05 * 1.36 ** 1.02 0.98 0.97 0.78 ** 1.39 ** 

相談相手 
あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.62 ** 3.54 ** 1.56 ** 1.30 ** 2.04 ** 0.98  1.39 ** 1.87 ** 1.24 ** 1.21 ** 

行事への

参加 

あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.32 ** 1.52 ** 1.16 ** 1.12 ** 1.35 ** 0.98 1.07 * 1.26 ** 1.00 1.11 ** 

病気 
なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 3.06 ** 2.72 ** 1.77 ** 1.24 ** 2.11 ** 1.23 ** 1.65 ** 1.15 * 1.29 ** 1.27 ** 

震災前・

転居前と

比べた体

を動かす

機会 

変化なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

増加 1.30 ** 1.62 ** 1.24 ** 1.19 ** 1.39 ** 1.11 ** 1.85 ** 1.06 0.94  

減少 1.76 ** 2.72 ** 1.75 ** 1.52 ** 2.35 ** 1.99 ** 1.46 ** 1.36 ** 1.16 **  

介護保険

認定 

なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 1.49 ** 2.02 ** 0.99 0.90 ** 1.79 ** 0.80 ** 1.23 ** 0.57 * 0.41 ** 1.09 ** 

障害者手

帳 

なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 1.20 ** 1.47 ** 1.03  1.03 1.15 0.94 1.12 * 0.72 * 0.43 ** 1.05 ** 

  

【民間賃貸借上住宅等（（「オッズ比及び存在率比２倍以上」に着目した結果）】 

① 「年齢」で，４０歳代の「朝昼飲酒」のオッズ比，３０歳～７９歳の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上，７０歳以

上で「体を動かす機会の減少」の存在率比は２倍以上。 

② 「性別」で，男性の「朝昼飲酒，多量飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

③ 「世帯人数」で，１人暮らしの「朝昼飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

④ 「相談相手がいない人」の「K６が１３点以上」のオッズ比は２倍以上。 

⑤ 「病気がある人」は「体調が悪いと感じている，食欲低下，K６が１３点以上」のオッズ比及び存在率比は２倍

以上。 

⑥ 「体を動かす機会が減少した人」の「K６が１３点以上，食欲低下」のオッズ比存在率比は２倍以上。 

⑦ 「介護保険認定がある人」の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

⑧ 「障害者手帳がある人」の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

※オッズ比及び存在率比：相談相手の有無を例にすると，「相談相手がいる」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率を１とした場合，「相談

相手がいない」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率が 1.62 倍であることを表している。  

※上記オッズ比の p値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。本表で， (**) p<0.01，(*) p<0.05 と表記している。 

※表内のオッズ比及び存在率比で，特に正の関連が強いもの（1.2 倍以上）については黄色の網掛けをし，負の関連の強いもの（0.8 倍以下）については

青色の網掛けしている。 
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（４） 災害公営住宅（回答者の属性及びリスク因子ごとの詳細） 

 

■ 調査年度 【基準値：２０１５年を １ とする】 

「心の動揺，体重減少，多量飲酒」の項目で調査年度が進むごとに，発現が低い。 

 

■ 年齢 【基準値：２０～２９歳を １ とする】 

「K６が１３点以上」のオッズ比は，５０歳代～８０歳以上で発現が低い。「体重減少」の存在率比は，８０歳代

以上で 2.06 倍である。「朝昼飲酒」のオッズ比は，４０歳代で 2.31 倍，５０歳代で 2.79 倍，６０歳代で 2.30

倍，「多量飲酒」のオッズ比は，５０歳代 5.93 倍，６０歳代で 5.69 倍である。 

「体を動かす機会の減少」の存在率比は，７０歳代 2.09 倍，８０歳以上で 2.39 倍である。 

 

■ 性別 【基準値：男性を １ とする】 

女性の「心の動揺」の存在率比は 1.62 倍，「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.36 倍，「不眠」の存在率比

は 1.32 倍である。男性は「朝昼飲酒，多量飲酒」で発現が高い。 

 

■ 世帯人数 【基準値：１人を １ とする】 

「K６が１３点以上，不眠，体重増加，朝昼飲酒」では，世帯人数が多くなるほど発現が低い。 

 

■ 無職 【基準値：職業ありを １ とする】 

無職の人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.77 倍。「食欲低下」の存在率比は 1.69 倍。「体を動かす機

会の減少」の存在率比は 1.46 倍。「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.40 倍である。 

 

■ 相談相手 【基準値：相談相手ありを １ とする】 

相談相手がいない人の「K６が１３点以上」のオッズ比 3.23 倍である。 

 

■ 行事への参加 【基準値：行事への参加ありを １ とする】 

行事に参加をしていない人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.78 倍。「食欲低下」の存在率比は 1.46

倍。「体調が悪いと感じている」の存在率比は 1.28 倍。「朝昼飲酒」のオッズ比は 1.26 倍である。 

 

■ 病気 【基準値：「病気がない」を１とする】 

病気がある人の「体調が悪いと感じている」の存在率比は 3.09 倍。「K６が１３点以上」のオッズ比は 3.06

倍である。 

 

■ 体を動かす機会の増加 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が増加した人の「体重減少」の存在率比は 1.49 倍。「K６が１３点

以上」のオッズ比は 1.48 倍である。 

 

■ 体を動かす機会の減少 【基準値：震災前・転居前に比べた体を動かす機会（変化なし）を １ とする】 

震災前・転居前に比べた体を動かす機会が減少した人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 2.20 倍。「食欲

低下」の存在率比は 2.12 倍である。 

 

■ 介護保険認定状況 【基準値：介護保険認定なしを １ とする】 

介護保険の認定のある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.76 倍。「食欲低下及び体調が悪いと感じて

いる」の存在率比は 1.49 倍である。また，「朝昼飲酒・多量飲酒」で発現が低い。 

 

■ 障害者手帳 【基準値：障害者手帳なしを １ とする】 

障害者手帳がある人の「K６が１３点以上」のオッズ比は 1.52 倍である。また，「朝昼飲酒，多量飲酒」で発

現が低い。 
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健康状態を 

示す項目 

 

回答者の 

属性及びリスク因子 

体調が悪

いと感じ

ている 

K6 が 13

点以上 
不眠 

心の 

動揺 

食欲 

低下 

体重 

増加 

体重 

減少 

朝昼 

飲酒 

多量 

飲酒 

体を動か

す機会の

減少 

存在率比 オッズ比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 存在率比 オッズ比 オッズ比 存在率比 

調査年度 

2015 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

2016 0.95  0.89  0.99  1.00 0.95  1.04  0.87 ** 0.88  0.93 0.87 ** 

2017 0.98  1.03  1.00  0.94 * 1.04  1.00  0.84 ** 0.77 ** 0.84 ** 0.86 ** 

2018 0.91 ** 1.01  0.98  0.85 ** 0.95  0.95  0.88 ** 0.77 ** 0.76 ** 0.88 ** 

2019 0.92 ** 0.91  0.93 * 0.82 ** 0.95  0.86 ** 0.84 ** 0.69 ** 0.78 ** 0.95 ** 

2020 0.91 ** 0.89  0.88 ** 0.66 ** 0.70 ** 0.92 * 0.77 ** 0.74 ** 0.72 ** 1.00  

年齢 

20～29 歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

30～39 歳 1.36 ** 0.99 0.99 1.20 0.97 1.41 ** 0.85 1.65 2.68 ** 0.98 

40～49 歳 1.53 ** 0.77 1.07 1.54 ** 0.81 1.43 ** 0.95 2.31 ** 4.95 ** 1.09 

50～59 歳 1.60 ** 0.65 ** 1.22 * 1.54 ** 1.01 1.34 ** 1.17 2.79 ** 5.93 ** 1.33 ** 

60～69 歳 1.37 ** 0.34 ** 1.12  1.40 ** 1.01 1.29 ** 1.35 ** 2.30 ** 5.69 ** 1.69 ** 

70～79 歳 1.40 ** 0.31 ** 1.14 1.42 ** 1.31 1.18 * 1.68 ** 1.70 3.56 ** 2.09 ** 

80 歳以上 1.49 ** 0.37 ** 1.08 1.58 ** 1.45 0.80 ** 2.06 ** 1.15 1.60 * 2.39 ** 

性別 
男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

女性 1.06 ** 1.36 ** 1.32 ** 1.62 ** 0.94 1.10 ** 0.88 ** 0.16 ** 0.17 ** 1.10 ** 

世帯人数 

1 人 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

2 人 1.01 0.78 ** 0.77 ** 0.90 ** 0.73 ** 0.85 ** 0.90 ** 0.51 ** 0.90 1.05 ** 

3 人 1.05 0.73 ** 0.72 ** 0.86 ** 0.70 ** 0.79 ** 0.87 ** 0.39 ** 0.83 * 1.00 

4 人以上 1.01 0.71 ** 0.64 ** 0.73 ** 0.80 0.64 ** 0.86 ** 0.40 ** 0.84 0.95 

職業 
職業あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

無職 1.40 ** 1.77 ** 1.22 ** 1.08 * 1.69 ** 1.09 * 1.03 0.85 0.78 ** 1.46 ** 

相談相手 
あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.48 ** 3.23 ** 1.55 ** 1.29 ** 1.56 ** 1.02  1.29 ** 1.49 ** 1.11  1.26 ** 

行事への

参加 

あり 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

なし 1.28 ** 1.78 ** 1.10 ** 0.97 1.46 ** 0.90 ** 1.07 * 1.26 ** 1.04  1.13 ** 

病気 
なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 3.09 ** 3.06 ** 1.76 ** 1.31 ** 2.55 ** 1.29 ** 1.64 ** 1.02 1.05  1.34 ** 

震災前・

転居前と

比べた体

を動かす

機会 

変化なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

増加 1.04 1.48 ** 1.13 ** 1.20 ** 1.07 1.07 1.49 ** 1.35 ** 0.99   

減少 1.57 ** 2.20 ** 1.45 ** 1.41 ** 2.12 ** 1.37 ** 1.37 ** 1.30 ** 1.02  

介護保険

認定 

なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 1.49 ** 1.76 ** 1.02 1.04 1.49 ** 0.87 ** 1.24 ** 0.66 * 0.36 **  1.24 ** 

障害者手

帳 

なし 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

あり 1.15 ** 1.52 ** 1.11 * 1.08 1.36 ** 1.05 1.20 ** 0.75 * 0.66 ** 1.07 ** 

  

【災害公営住宅（（「オッズ比及び存在率比２倍以上」に着目した結果）】 

① 「年齢」で，４０歳～６９歳の「朝昼飲酒」のオッズ比，３０歳～７９歳の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上， 

７０歳以上の「体を動かす機会の減少」の存在率比は２倍以上。 

② 「性別」で，男性の「朝昼飲酒，多量飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

③ 「世帯人数」で，１人暮らしの「朝昼飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

④ 「相談相手がいない人」の「K６が１３点以上」のオッズ比は２倍以上。 

⑤ 「病気がある人」の「体調が悪いと感じている，K６が１３点以上，食欲低下」のオッズ比及び存在率比が２倍

以上。 

⑥ 「体を動かす機会が減少した人」の「K６が１３点以上，食欲低下」のオッズ比及び存在率比は２倍以上。 

⑦ 「介護保険認定がある人」の「多量飲酒」のオッズ比は２倍以上。 

※オッズ比及び存在率比：相談相手の有無を例にすると，「相談相手がいる」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率を１とした場合，

「相談相手がいない」と回答した人の「体調が悪いと感じている人」の出現率が 1.48 倍であることを表している。  

※上記オッズ比の p値が 0.01 未満の場合，偶然による結果の可能性は低いと判断されます。本表で， (**) p<0.01，(*) p<0.05 と表記している。 

※表内のオッズ比及び存在率比で，特に正の関連が強いもの（1.2 倍以上）については黄色の網掛けをし，負の関連の強いもの（0.8 倍以下）について

は青色の網掛けしている。 


